
高
機
能
病
院
統
合
問
題
を
集
中
審
議
！

県
が
長
崎
市
に
新
市
立
病
院
と
日
赤
長
崎
原

爆
病
院
を
統
合
し
、
Ｊ
Ｒ
長
崎
駅
近
く
に
移
転

す
る
こ
と
を
求
め
て
拒
否
さ
れ
た
問
題
に
つ
い

て
、
私
が
副
委
員
長
を
務
め
る
文
教
厚
生
委
員

会
で
集
中
審
議
を
行
っ
た
。

各
委
員
10
分
の
持
ち
時
間
を
集
計
し
、
各
会

派
へ
按
分
を
行
い
、
更
に
委
員
外
委
員
に
も
発

言
を
許
可
す
る
こ
と
で
実
施
し
た
。

審
議
の
結
果
、
再
度
協
議
が
必
要
で
は
な
い

か
と
い
う
意
見
と
、
市
長
が
判
断
を
し
た
以
上
、

慎
重
に
対
処
す
べ
き
だ
と
の
意
見
に
分
か
れ
た
。

県
は
、
長
崎
市
か
ら
何
ら
か
の
支
援
要
請
が

あ
れ
ば
検
討
し
た
い
と
述
べ
る
に
止
ま
っ
た
。

批
判
意
見
と
し
て
は
、
医
師
不
足
の
問
題
な

ど
以
前
か
ら
議
論
を
し
て
い
た
の
に
提
案
が
遅

く
、
妥
協
も
し
な
い
。
県
の
押
し
付
け
と
受
け

止
め
ら
れ
て
い
る
。
と
の
声
も
上
が
っ
た
。

私
見
と
し
て
は
、
県
民
に
不
安
を
与
え
な
い

よ
う
に
し
っ
か
り
と
し
た
高
機
能
病
院
構
想
を

確
立
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
ま
す
。

私
が
委
員
長
と
し
て
務
め
て
い
た
、
総
合
交

通
・
情
報
網
整
備
特
別
委
員
会
の
平
成
20
年
の

活
動
状
況
に
つ
い
て
、
２
月
議
会
の
開
会
日
に

委
員
長
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

付
議
事
件
は
、「
新
幹
線
・
航
路
・
空
路
対

策
」、「
幹
線
交
通
網
対
策
」「
情
報
網
整
備
対
策
」

で
す
。

今
回
報
告
し
た
主
な
内
容
は

１
、
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
に
関
し
て
①

諫
早
駅
、
新
大
村
駅
の
整
備
に
つ
い
て
②
フ

リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

③
在
来
線
の
大
村
駅
に
つ
い
て
、
な
ど
で
す
。

２
、
航
路
対
策
関
係
で
は
、『
離
島
航
路
補
助
制

度
改
善
検
討
会
の
中
間
取
り
ま
と
め
』
の
検

討
状
況
に
つ
い
て

３
、
航
空
路
対
策
に
関
し
て
Ｏ
Ｒ
Ｃ
の
再
生
ス

キ
ー
ム
に
つ
い
て
の
対
馬
市
、
壱
岐
市
、
五

島
市
の
合
意
に
つ
い
て

４
、
幹
線
道
路
整
備
に
関
し
て
は
、
道
路
整
備

財
源
と
道
路
整
備
中
期
計
画
に
つ
い
て

５
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
県
内
カ
バ
ー
率
に

つ
い
て

６
、
広
域
農
道
の
整
備
に
つ
い
て
　

等
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
（
意
見
）
と
し
て
は

１
新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト
諌
早
・
長
崎
間
の
早
期

認
可
及
び
フ
ル
規
格
で
の
整
備
に
つ
い
て

２
、
離
島
航
空
路
の
維
持
・
存
続
に
係
る
Ｏ
Ｒ

Ｃ
の
経
営
再
生

３
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・
ゼ
ロ
地
域
の
解
消
　

等
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
更

に
審
議
を
深
め
て
い
く
必
要
の
あ
る
重
要
な
課

題
で
あ
り
ま
す
。

春
爛
漫
、
待
望
の
球
春
が
や
っ
て
き
た
。
暗

い
ニ
ュ
ー
ス
が
た
え
な
い
昨
今
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
か
ら
素
晴
ら
し
い
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
も
た

ら
せ
ら
れ
た
。
Ｗ
Ｂ
Ｃ
に
お
け
る
侍
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
の
優
勝
で
あ
る
。

皆
さ
ん
も
手
に
汗
し
な
が
ら
テ
レ
ビ
に
注
目

し
て
お
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
シ
リ
ー
ズ
好
調
と
は
い
え
な
か
っ
た
イ
チ

ロ
ー
が
、
最
後
の
最
後
に
き
っ
ち
り
大
仕
事
を

や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
サ
ス
ガ
デ
ス
！

地
元
諫
早
市
に
お
い
て
は
、
西
陵
高
校
県
道

部
が
春
の
選
抜
全
国
県
道
大
会
に
お
い
て
、
見

事
に
全
国
優
勝
を
果
し
ま
し
た
。オ
メ
デ
ト
ー
！

清
峰
高
校
も
甲
子
園
で
順
調
に
勝
ち
進
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
「
山
口
は
つ
み
、
だ
よ
り
」
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号
が
発
行
さ
れ
る
時
に
は
、
優
勝
旗
が
長
崎
県

に
勝
ち
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
頑
張
れ
清
峰
高
校
！

桜
の
花
も
満
開
と
な
り
春
爛
漫
の
季
節
を

迎
え
ま
し
た
。
皆
様
に
は
お
変
わ
り
な
く
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
も
県
議
会
議
員
と
し
て
任
期
の
半
分
と

な
る
２
年
が
経
過
し
、
い
よ
い
よ
後
半
に
入

り
３
年
目
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

今
日
ま
で
皆
様
に
は
、
ご
指
導
ご
支
援
を

頂
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
ご
支
援
を
頂
い
て
い
る
皆
様
に
、
直
接

ご
挨
拶
す
る
こ
と
が
時
間
的
に
か
な
わ
ず
、

反
省
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

２
年
目
の
区
切
り
と
な
る
２
月
定
例
県
議

会
が
２
月
19
日
か
ら
３
月
18
日
ま
で
の
28
日

間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
今
議
会
よ
り
、
県
議
会
の
改
革
に
取

り
組
み
、
運
営
方
式
に
つ
い
て
大
き
く
３
つ

の
項
目
に
つ
い
て
変
更
い
た
し
ま
し
た
。

１
つ
は
、
常
任
委
員
会
を
再
編
し
た
こ
と
。

２
つ
目
は
、
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
た

こ
と
。
３
つ
目
は
、
一
問
一
答
方
式
を
導
入

し
た
こ
と
。
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

６
つ
の
常
任
委
員
会
を
４
つ
に
集
約
し
た

こ
と
で
、
委
員
数
が
７
・
８
人

か
ら
11
・
12
人
と
な
り
、
審
議

時
間
の
関
係
で
各
人
の
質
問
時

間
を
制
限
す
る
こ
と
な
ど
が
発

生
し
、
今
後
改
善
を
図
る
必
要

を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

予
算
特
別
委
員
会
の
創
設
に

つ
い
て
は
、
県
民
生
活
に
直
接

影
響
を
与
え
る
予
算
案
に
つ
い

て
皆
様
の
立
場
に
立
っ
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
分
析

し
て
意
見
を
述
べ
る
機
会
が
充

実
で
き
た
こ
と
は
、
高
く
評
価

で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

従
来
は
、
本
会
議
に
上
程
さ

れ
た
後
は
分
割
し
、
関
係
す
る

常
任
委
員
会
に
付
託
し
て
審
議

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

方
法
で
は
所
属
す
る
委
員
会
の

予
算
案
し
か
審
議
で
き
な
い
た

め
、
予
算
の
配
分
が
適
正
な
の
か
疑
問
を
持

っ
て
も
全
体
像
が
議
論
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。こ

の
不
具
合
解
消
に
向
け
、
予
算
特
別
委

員
会
の
全
体
会
で
審
議
し
た
後
、
分
科
会
で

審
議
す
る
こ
と
に
し
、
全
体
像
も
細
部
も
徹

底
的
に
議
論
す
る
こ
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
質
問
に
お
け
る
一
問
一
答
方
式
に
つ

い
て
は
、
従
来
の
一
括
方
式
に
加
え
て
導
入

さ
れ
た
質
問
方
式
で
あ
り
、
今
回
は
３
人
の

質
問
者
が
採
用
し
ま
し
た
。

従
来
の
一
括
方
式
は
、
質
問
者
は
演
壇
で

ま
と
め
て
質
問
を
行
い
、
理
事
者
は
ま
と
め

て
答
弁
を
す
る
た
め
に
、
ど
の
質
問
に
対
し

て
答
弁
が
あ
っ
て
い
る
の
か
解
り
づ
ら
い
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

一
問
一
答
方
式
は
、
一
問
毎

に
答
弁
が
あ
り
非
常
に
解
り
や

す
く
な
っ
た
と
い
え
ま
す
が
、

質
問
者
も
答
弁
側
も
相
当
に
勉

強
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
極
め
て
緊
張
感
の
あ
る
質

疑
と
な
り
ま
す
。

私
も
一
般
質
問
の
機
会
を
頂

い
た
と
き
に
は
、
一
問
一
答
方

式
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

県
議
会
傍
聴
に
も
是
非
お
出

か
け
頂
き
、
更
な
る
ご
支
援
ご

指
導
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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文
教
厚
生
委
員
会
報
告

未来へと夢をつないで育てる緑
第33回全国育樹祭大会テーマ（Ｈ21年  百花台公園）

◆旧委員会（６委員会）
文教委員会　総務委員会　農林水産委員会　
経済労働委員会　土木委員会　厚生環境委員会

◆新委員会（４委員会）
総務委員会　文教厚生委員会　環境生活委員会　
農水経済委員会

◆特別委員会（４委員会設置）
離島・半島地域振興特別委員会
世界遺産登録推進特別委員会
行財政改革特別委員会　予算特別委員会

◆別途継続する委員会
県庁舎整備特別委員会
バイオラボ調査特別委員会（百条委員会）

常任委員会構成を変更！

総
合
交
通
・
情
報
網
整
備
促
進
特
別
委
員
会
　
委
員
長
報
告

☆
文
教
厚
生
委
員
会
、
副
委
員
長
に
就
任

☆
世
界
遺
産
登
録
推
進
特
別
委
員
会
委
員

☆
予
算
特
別
委
員
会
委
員

平
成
21
年
の
山
口
県
議
の
新
役
職

県
議
会
改
革
！

県
議
会
改
革
！ 

３
年
目
ス
タ
ー

３
年
目
ス
タ
ー
ト
！！

県
議
会
改
革
！

県
議
会
改
革
！ 

３
年
目
ス
タ
ー

３
年
目
ス
タ
ー
ト
！！

県
議
会
改
革
！ 

３
年
目
ス
タ
ー
ト
！！



Ｊ
Ｒ
九
州
小
倉
工
場
、
総
合
交
通
情
報
網
整

備
促
進
特
別
委
員
長
と
し
て
、
フ
リ
ー
ゲ
ー

ジ
ト
レ
イ
ン
を
視
察

文
教
厚
生
委
員
会
副
委
員
長
と
し
て
、
質
疑

を
行
う総

務
委
員
会
で
西
海
市
・
大
島
造
船
所

視
察

活動スナップ下
村
脩
博
士
、
名
誉
県
民
と
し
て
顕
彰
式

１
、
平
成
21
年
度
当
初
予
算

県
議
会
予
算
特
別
委
員
会
及
び
分
科
会

（
総
務
、
文
教
厚
生
、
環
境
生
活
、
農
水

経
済
）
で
の
審
議
を
経
て
、
本
会
議
最
終

日
に
可
決
し
た
。

①
一
般
会
計
当
初
予
算

総
　
額
　
７
３
０
５
億
３
４
０
０
万
円
　

前
年
比
　
　
△
６
３
億
７
３
０
０
万
円

②
特
別
会
計
予
算
（
港
湾
施
設
整
備
特
別

会
計
な
ど
11
会
計
）

総
　
額
　
　
　
９
９
億
８
３
０
０
万
円
　

前
年
比
　
　
△
６
８
億
１
４
０
０
万
円

③
企
業
会
計
（
交
通
事
業
会
計
な
ど
３
会
計
）

総
　
額
　
　
　
７
７
億
２
４
０
０
万
円
　

前
年
比
　
　
△
７
５
億
６
６
０
０
万
円

２
、
地
方
機
関
を
再
編
す
る
振
興
局
設
置
条
例
案

県
内
７
ヶ
所
に
振
興
局
を
設
置
し
、
各

部
局
ご
と
に
分
か
れ
て
い
る
地
方
機
関
を

２
月
定
例
議
会
は
、
２
月
19
日
か
ら
３
月
18
日
ま
で
の
28
日
間
で
開
催
さ
れ
た
。

新
年
度
予
算
７，
３
０
５
億
３，
４
０
０
万
円
及
び
立
石
副
知
事
の
後
任
に
中
村
総
務
部
長

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
な
ど
82
議
案
を
可
決
し
た
。

今
議
会
の
特
徴
と
し
て
は
、
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て

g

常
任
委
員
会
を
６
か
ら
４
委
員
会
に
集
約
し
た
。

g

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
総
括
質
疑
の
あ
と
各
分
科
会
で
予
算
審
議
を
行
っ
た
。

g

更
に
一
般
質
問
に
お
い
て
、
一
括
方
式
か
ら
一
問
一
答
方
式
を
導
入
し
た
。

県
が
長
崎
市
に
新
市
立
病
院
と
日
赤
長
崎
原
爆
病
院
の
統
合
を
求
め
拒
否
さ
れ
た
問
題
に
つ

い
て
は
、
文
教
厚
生
委
員
会
で
集
中
審
議
を
行
っ
た
。

ま
た
、
委
員
会
構
成
が
再
編
さ
れ
る
に
伴
い
、
所
属
委
員
会
の
変
更
が
行
わ
れ
、
私
は
文

教
厚
生
委
員
会
副
委
員
長
に
就
任
し
、
世
界
遺
産
登
録
推
進
特
別
委
員
会
委
員
及
び
予
算
委

員
会
委
員
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

可可
決決
ささ
れれ
たた
主主
なな
議議
案案

集
約
す
る
内
容

（
私
達
の
会
派「
改
革
21
」は
、
各
市
町
へ
の
説

明
責
任
が
果
さ
れ
て
な
い
。
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
き
た
す
。
各
市
か
ら
の
再
編
反
対

の
陳
情
な
ど
が
あ
る
。
こ
と
を
考
慮
し
、
４
月

か
ら
の
実
施
は
拙
速
す
ぎ
る
と
し
て
反
対
し

た
が
、
自
民
会
派
の
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
）

３
、
立
石
副
知
事
退
任
に
伴
う
後
任
人
事
に

同
意

立
石
暁
副
知
事
が
、
３
月
末
で
任
期
を

１
年
残
し
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
後
任

に
総
務
部
長
の
中
村
法
道
氏
を
起
用
す
る

こ
と
に
賛
成
多
数
で
同
意
。

４
、
各
部
局
の
主
な
事
業

①
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」
関
連

事
業
（
４
事
業
集
計
）：

観
光
振
興
推

進
本
部
　
　
　
…
１
３
０，
６
８
４
千
円

龍
馬
伝
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
観
光
・

物
産
展
を
全
国
13
ヶ
所
の
百
貨
店
で
開

催
。
Ｈ
Ｔ
Ｂ
観
光
丸
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ

（
神
戸
港
ほ
か
３
港
）

②（
新
）安
心
こ
ど
も
基
金
事
業
費
（
こ
ど

も
政
策
局
）
…
７
３
２，
４
１
０
千
円

○
保
育
所
の
新
設
の
整
備
費
助
成
（
基

金
１
／
４
、
市
町
１
／
４
、
設
置
者

１
／
４
）

○
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
費
助
成
（
基

金
１
／
４
、
市
町
１
／
４
、
設
置
者

１
／
４
）

③
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
（
福
祉
保

健
部
）

…
２
９
０，
２
９
６
千
円

タ
ミ
フ
ル（
＋
１
４
４，
０
０
０
名
分
）、

リ
レ
ン
ザ（
＋
１
５，
０
０
０
名
分
）
購

入
、
他

④
全
国
育
樹
祭
開
催
事
業
（
農
林
部
）

…
２
７
０，
１
０
０
千
円

平
成
21
年
10
月
４
日
、
百
花
台
公
園

で
開
催
。
会
場
設
営
、
式
典
経
費
、
他

⑤
く
ら
し
の
道
緊
急
改
良
事
業
費
（
土
木

部
）

…
１
０
０，
０
０
０
千
円

合
併
市
町
内
の
地
域
住
民
の
生
活
に

身
近
な
道
路
の
緊
急
改
良

・常任委員会を再編
・予算特別委員会を設置
・一問一答方式を採用

２月定例県議会報告

県議会改革県議会改革で
運営方式運営方式を変更変更
県議会改革で
運営方式を変更

平成21年度当初予算の状況

平成21年度当初予算一般会計　款別内訳

歳　出
730,534
（百万円）

歳　入
730,534
（百万円）

地方交付税
28.5％

（208,010）

県税
14.0％

（102,148）

地方消費税清算金
3.6％

（26,337）

使用料・手数料1.6％（11,421）
その他2.9％　（21,108）

国庫支出金国庫支出金
15.5％15.5％

（113,343）（113,343）

国庫支出金
15.5％

（113,343）

県債
19.2％

（140,460）

諸収入
9.6％

（70,463）

繰入金5.1％
（37,244）

総務費5.5％（39,923）

生活福祉費10.9％
（79,706）

環境保健費3.5％
（25,332）

農林水産業費
8.0％

（58,312）

商工費8.6％
（62,626）

土木費14.1％
（103,343）

警察費6.0％（43,676）

教育費
21.6％

（158,022）

公債費
16.5％

（120,860）

その他5.3％
（38,734）

消費的経費消費的経費
53.1％53.1％
消費的経費
53.1％

投資的経費投資的経費
21.6％21.6％
投資的経費
21.6％

その他その他
25.3％25.3％
その他
25.3％

議 会 費
総 務 費
生 活 福 祉 費
環 境 保 健 費
労 働 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
警 察 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
諸 支 出 金
予 備 費

1．
2．
3．
4．
5．
6．
7．
8．
 9．
10．
11．
12．
13．
14．

0.2
5.5
10.7
3.1
0.3
9.3
6.3
13.7
5.9
21.8
0.4
18.4
4.4
0.0

100.0

0.2
5.5
10.9
3.5
0.7
8.0
8.6
14.1
6.0
21.6
0.4
16.5
4.0
0.0

100.0

－1.0
－0.5
0.9
10.4
152.0
－15.1
35.6
2.6
0.4
－1.6
－8.2
－11.0
－10.5
0.0
－0.9

1,351,736
40,140,882
78,956,367
22,936,260
2,007,689
68,701,422
46,199,554
100,759,057
43,486,095
160,604,970
3,289,286

135,757,803
32,516,301
200,000

736,907,422合　　　　　計

款　　別
年　　度

構成比①

平成20年度
当初予算

1,337,680
39,923,084
79,706,053
25,332,073
5,059,941
58,311,654
62,625,735
103,343,585
43,675,833
158,021,717
3,018,504

120,859,597
29,118,248
200,000

730,533,704

構成比②

平成21年度
当初予算

－14,056
－217,798
749,686
2,395,813
3,052,252

－10,389,768
16,426,181
2,584,528
189,738

－2,583,253
－270,782

－14,898,206
－3,398,053

0
－6,373,718

③／①②－①　③

増減額・伸び率
平成21年／平成20年

〔歳出〕 （単位：千円、％）


